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藍染め体験 

 

副知事表敬 

 

阿波十郎兵衛屋敷 

 

阿波踊り体験 

海外自治体幹部交流協力セミナー2013（ニューヨーク事務所管内） 

地方交流事業概要 

 

１０月３０日（水）【移動（東京→徳島県）/副知事表敬/講義/視察】 

（１）熊谷副知事表敬訪問（徳島県庁） 

熊谷副知事から歓迎の挨拶があり、四国霊場８８カ所と遍路の

世界遺産登録を目指している等のお話があった。 

（２）県の観光施策についての説明 

県の観光施策等について説明を受けた後、意見交換を行った。 

（３）阿波十郎兵衛屋敷 

人形浄瑠璃の特別講演を鑑賞し、人形の展示コーナー等を見学

し、実際に人形操作を体験した。 

（４）アスティとくしま 

ＭＩＣＥ会場として使用可能なアスティとくしまを視察。館長

より施設案内をしていただいた後、簡単な意見交換を行った。 

（５）徳島県主催歓迎夕食会 

阿波観光ホテルにて歓迎夕食会が開催され、参加者も「夕食会

の料理だけで１週間は話できる」と話す等、振る舞われたたくさ

んの料理を堪能した様子であった。 

 

 

１０月３１日（木）【視察】 

（１）藍の館 

徳島県担当者より藍染めについて説明をしていただきながら、

藍染めの歴史等を説明した展示コーナーを見学。ハンカチの藍染

め体験も行った。 

（２）大塚国際美術館 

音声ガイドを借りて自由に館内を見学。見学後、美術館の担当

者と簡単な意見交換を行った。 

（３）うずしお観潮船 

うずしお観潮船に乗って、うずしおを視察。参加者も船からの

見学に喜んでいた。 

（４）阿波踊り会館 

夕食後、阿波踊り会館にて阿波踊りを鑑賞。阿波踊り体験もあ

り、参加者の１人がその日の客の内、一番踊りがうまかったとい

うことで表彰された。 
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はがきづくり体験 

 

小便小僧と一緒に記念撮影 

 

霊山寺 

１１月１日（金）【視察】 

（１）霊山寺→バルトの楽園→極楽寺 

四国８８カ所１番札所「霊山寺」から２番札所「極楽寺」までの

約１キロを徳島文理大学の先生に説明をしていただきながら実際

に歩いた。 

途中、映画「バルトの楽園」で使用したロケ場所にも立ち寄った。 

（２）うだつの町並み 

次の視察先まで時間に余裕ができたため、うだつの町並みを視察。

県担当者から簡単に説明をいただいた後、英語のパンフレットを渡

して自由見学とした。 

（３）阿波和紙伝統産業会館 

和紙を使ったはがきづくりを体験、展示コーナーを見学した。 

参加者の１人が自分の自治体でも同じような施設を作りたいと

話すなど大きな関心を示していた。 

（４）菊人形展及び吉野川市議会議場 

ホストファミリーとの対面式まで時間に余裕ができたため、道中

に開催されていた菊人形展を視察、同展が市役所前で行われていた

こともあり、市議会の議場見学もさせていただいた。 

（５）ホストファミリーとの対面式（徳島県国際交流協会） 

徳島県国際交流協会にてホストファミリーとの対面式が行われた。 

 

１１月２日（土）【ホームステイ】 

１日夕方～２日夕方までという短い時間ではあったが、ホストファミリーとも打ち解け、それぞれ

に日本の家庭を感じることができた様子であった。また、ホストファミリーからのおもてなしの気持

ちに感動したと話すなど貴重な時間になったと思われる。 

 

１１月３日（日）【視察/意見交換会】 

（１）かずら橋 

日本三大奇矯の一つで、県担当者の案内により、橋を渡った。

参加者の１人が怖くて途中で引き返すという場面もあった。 

（２）ひの字渓谷 

県担当者から説明をいただいて見学、参加者も景色のきれいさ

に感動していた様子であった。 

（３）小便小僧 

県担当者から説明をいただいた後、全員で記念撮影をした。 

（４）大歩危遊覧船乗船 

船頭さんの案内により川下りを体験した。 
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意見交換会 

（５）帰国前意見交換会 

   セミナーの締めくくりとして意見交換会を行った。各施設や

道路標識の多言語化の必要性、高齢化時代に対応した施設整備、

宿泊先の外国人対応、海外での県のＰＲ活動や食べ物を使った

イベントの開催等について活発に意見が交わされた。 


